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（１）2025年11月期　第２四半期（中間期）連結業績予想数値と実績値との差異（2024年12月1日～2025年５月31日）
（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に
帰属する

中間純利益
1株当たり

中間純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
3,107   82   94   74   

円　銭
74.33

実 績 （ Ｂ ） 2,799   △ 38   △ 18   △ 11   △ 11.51

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △ 307   △ 120   △ 112   △ 85   

増 減 率 (%) △ 9.9   　　　　　　　　－ 　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　－
（ご参考）前期第２四半期実績
(2024年11月期第２四半期) 2,913   58   83   58   59.04

（２）2025年11月期　第２四半期（中間期）個別業績予想数値と実績値との差異（2024年12月1日～2025年５月31日）
（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益
1株当たり

中間純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
3,078   78   90   72   

円　銭
72.24

実 績 （ Ｂ ） 2,769   △ 42   △ 16   △ 7   △ 7.80

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △ 308   △ 120   △ 106   △ 79   

増 減 率 (%) △ 10.0   　　　　　　　　－ 　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　－
（ご参考）前期第２四半期実績
(2024年11月期第２四半期) 2,885   53   83   60   60.74

（３）2025年11月期　通期連結業績予想数値の修正（2024年12月1日～2025年11月30日）
（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に
帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
6,360   244   260   205   

円　銭
205.91

今 回 修 正 予 想 （ B ） 5,790   10   38   24   24.11

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △ 570   △ 234   △ 222   △ 181   

増 減 率 (%) △ 9.0   △ 95.9   △ 85.4   △ 88.3   
（ご参考）前期実績
(2024年11月期) 5,913   93   142   170   171.34

2025年11月期第２四半期（中間期）業績予想と実績値との差異及び

記

　2025年1月14日に公表いたしました2025年11月期第２四半期（中間期）業績予想と本日公表の実績値に差異が生
じましたので、下記の通りお知らせいたします。また、2025年11月期通期の業績予想を修正することといたしましたの
で、併せてお知らせいたします。

2025年11月期通期業績予想の修正に関するお知らせ



（４）2025年11月期　通期個別業績予想数値の修正（2024年12月1日～2025年11月30日）
（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
6,300   234   250   200   

円　銭
200.67

今 回 修 正 予 想 （ B ） 5,730   0   35   24   24.08

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △ 570   △ 234   △ 215   △ 176   

増 減 率 (%) △ 9.0   △ 100.0   △ 86.0   △ 88.0   
（ご参考）前期実績
(2024年11月期) 5,853   80   137   168   169.40

（５）差異及び修正の理由

以上

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後
様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

（個別実績）
　2025年11月期第２四半期(中間期)における売上高につきましては、機械・金属関連といった当社の主要な取引先で
の生産減による需要減退などにより販売数量が伸びず、前回予想を下回りました。利益面につきましては、売上高減
少に加え、想定以上に長引く原材料高騰及び物流費、人件費など諸経費の増加を、生産性の向上や販売価格への
転嫁などで補いきれなかったため、営業利益、経常利益、当期純利益ともに前回予想を下回りました。
　通期の業績につきましても、需要の回復及び販売数量の大幅改善は見込まれず、販売価格の転嫁や諸経費の削
減を引き続きおこなうものの、前回予想値には届かないため通期業績修正をおこなうことといたしました。
（連結実績）
　連結実績につきましては、個別実績と同様の理由であります。

※期末の配当予想につきましては、本日公表いたしました「配当予想の修正（設立80周年記念配当）に関するお知ら
せ」をご覧ください。


